
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
観
（
入
江
）

（
一
六
一
）

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
観

│
憲
政
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
中
心
に

│

入　
　

江　
　

正　
　

俊

一
、
は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
近
代
民
主
主
義
の
歴
史
に
お
い
て
名
誉
革
命
（G

lorious R
evolution 1688-89

）
を
い
か
に
評
価
す
る
の
か
。
無
血

革
命
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
無
血
で
は
な
か
っ
た
が
）
と
評
さ
れ
る
こ
の
革
命
は
、
従
来
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
（
1
）

。
一
般
に
名
誉
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
発
展
に
お
い
て
立
憲
君
主
制
の
基
礎
を
確
立
さ
せ
た
と
し
て
、

革
命
の
意
義
を
強
調
す
る
考
え
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
一
方
で
、
主
と
し
て
保
守
主
義
に
属
す
る
と
さ
れ
る
側
に
お
い
て

は
、
名
誉
革
命
を
単
な
る
「
国
王
の
交
代
」
あ
る
い
は
「
政
府
の
交
代
」
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
考
え
も
存
在
し
て
き
た
。
名
誉
革
命
は
古

来
の
憲
政
の
回
復
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
伝
統
へ
の
回
帰
で
あ
り
、
時
の
支
配
階
級
を
倒
し
て
根
本
的
に
体
制
を
変
革
す
る
意
味

論　

説

三
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二
〇
一
六
年
十
月
）

（
一
六
二
）

で
の
「
革
命
」
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
主
張
で
あ
る
（
2
）

。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
の
歴
史
的
意
義
を
ま
っ
た
く
評
価
し
な

い
考
え
も
、
一
八
世
紀
後
期
の
急
進
派
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
3
）

。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
を
い
か
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
結
論
を
出
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
言
え

る
。
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
が
、
こ
の
革
命
を
い
か
に
評
価
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
家
の
近
代
民
主
主
義
へ

の
思
い
や
立
場
を
知
り
、
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
（H

enry S
t. John 

V
iscount B

olingbroke,1678-1751

）
の
名
誉
革
命
観
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
彼
の
民
主
主
義
へ
の
見
方
を
理
解
す
る
う
え
で
有
益
で

あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
目
的
は
、
名
誉
革
命
に
つ
い
て
の
、
と
り
わ
け
革
命
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
つ
い
て
の
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

の
考
え
を
検
討
し
、
彼
の
近
代
民
主
主
義
へ
の
態
度
や
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

注（
1
） 

Ｇ
・
Ｍ
・
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
著
松
村
赳
訳
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命　

一
六
八
八
│
一
六
八
九
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
八
年
、
浜
林
正
夫
『
イ

ギ
リ
ス
名
誉
革
命
史
』
上
下
、
未
来
社
、
一
九
八
一
│
八
三
年
、
友
清
理
士
『
イ
ギ
リ
ス
革
命
史
』
上
下
、
研
究
社
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。

（
2
） 

Ｅ
・
バ
ー
ク
著
、
水
田
洋
、
水
田
珠
枝
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
省
察
、
ほ
か
』（
世
界
の
名
著
三
四
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
年
、

Ｅ
・
バ
ー
ク
著
、
中
野
好
之
訳
『
現
代
の
不
満
の
原
因
・
崇
高
と
美
の
観
念
の
起
源
』（
バ
ー
ク
著
作
集
一
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
、
Ｅ
・

バ
ー
ク
著
、
中
野
好
之
訳
『
ア
メ
リ
カ
論
・
ブ
リ
ス
ト
ル
演
説
』（
バ
ー
ク
著
作
集
一
一
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
、
小
松
春
雄
『
イ
ギ
リ
ス

保
守
主
義
史
研
究
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
一
年
参
照
。

（
3
） 

Ｔ
・
ペ
イ
ン
著
、
小
松
春
雄
訳
『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
〇
年
、
Ｔ
・
ペ
イ
ン
著
、
西
川
正
身
訳
『
人
間
の
権
利
』、
岩
波

文
庫
、
一
九
七
一
年
参
照
。

四



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
観
（
入
江
）

（
一
六
三
）

二
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
社
会
契
約
観
と
名
誉
革
命

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
観
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
彼
の
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
つ
い
て
の
考
え
を
検
討
す
る
場
合
、
彼

の
名
誉
革
命
に
対
す
る
基
本
的
な
理
解
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
契
約
説
に
対
す
る
彼
の
考
え
の
特
徴
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
名
誉
革
命
を
理
論
的
に
擁
護
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（John L

ocke, 1632-1704

）
の
『
統

治
二
論
』（T

w
o T
reatises of G

overnm
ent

）
で
あ
る
（
1
）

。
し
た
が
っ
て
、
名
誉
革
命
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
ロ
ッ
ク
の
理
論
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
代
の
思
想
家
の
多
く
が
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
基
盤
の
上
に
、
議
論
を
打
ち
立

て
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
名
誉
革
命
達
成
の
過
程
で
、
革
命
を
支
持
す
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
社
会
契
約
の
帰
結
と
し

て
革
命
を
捉
え
な
い
考
え
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
契
約
と
い
う
契
約
は
歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
契
約
を
根
拠
と
し
て
名
誉
革
命
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
契
約
に
よ
っ
て
革

命
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
革
命
を
支
持
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
（S

ir W
illiam

 T
em
ple,B

art 1628-99

）
は
社
会
契
約
論
に
は
批
判
的
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
人
民
を
国
家
の
形
成
の
主
体
者
と
す
る
社
会
契
約
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
な
い
。
た
だ
、
統
治
が
人
民
の
同
意
に
基
づ
い
て

な
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
の
統
治
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ド
ニ
ー
（A

lgernon S
idney 1622-83

）
の
国
家
論
（
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

国
家
の
理
論
」）
も
、
君
主
制
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
人
民
の
主
体
的
な
政
治
参
加
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
（
2
）

。
こ
の
時
代
の
思
想
家
の
ほ
と
ん
ど
が
む
し
ろ
革
命
を
社
会
契
約
の
帰
結
と
す
る
見
方
を
回
避
し
て
い
た
と
言
え
る
。

五
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四
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さ
ら
に
、
一
八
世
紀
末
に
お
け
る
名
誉
革
命
の
見
方
に
つ
い
て
も
、
社
会
契
約
を
名
誉
革
命
の
根
拠
と
す
る
考
え
を
批
判
す
る
主
張
が

な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
に
危
機
感
を
抱
い
た
Ｅ
・
バ
ー
ク
（E

dm
und B

urke 1729-97

）
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
は
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
権
利
章
典
」（B

ill of R
ights 1689

）
の
中
に

自
然
法
と
い
う
用
語
は
見
ら
れ
な
い
と
し
、
社
会
契
約
を
否
定
す
る
。
彼
は
、
名
誉
革
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
比
較
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
流
血
の
理
由
を
自
然
権
思
想
に
よ
る
平
等
の
主
張
に
あ
る
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
の
歴
史
や
政
治
は
人
民
が
か
っ
て
に
つ
く
っ
た

り
壊
し
た
り
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
及
ば
な
い
、
神
の
計
画
に
従
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
3
）

。

こ
の
よ
う
な
契
約
説
批
判
の
根
底
に
は
、
民
衆
の
政
治
参
加
、
民
衆
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
革
命
は
許
容
さ
れ
え
な
い
と
の
考
え
が

あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
い
わ
ば
、
民
衆
の
参
加
す
る
統
治
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
み
る
見
方
で
あ
る
。
民
衆
が
、
彼
ら
の
力
に
よ
っ
て
主

体
的
に
現
実
の
政
治
に
参
加
し
、
行
動
し
動
か
す
こ
と
は
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
民
衆
が
自
信
を
持
ち
確
信
を
抱
く
こ
と
は
、
名
誉
革
命

体
制
の
維
持
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
と
の
思
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
名
誉
革
命
達
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
そ
の
背
景
に
民

衆
の
パ
ワ
ー
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
名
誉
革
命
を
思
想
的
に
擁
護
し
た
ジ
ョ

ン
・
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
論
（
原
始
契
約
）
が
、
名
誉
革
命
の
一
つ
の
側
面
を
反
映
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
自
由
で
平
等
な

人
間
か
ら
な
る
自
然
状
態
か
ら
出
発
し
、
政
治
権
力
の
正
当
性
の
根
拠
は
究
極
的
に
人
民
の
信
託
に
あ
る
と
す
る
社
会
契
約
の
考
え
に

よ
っ
て
、
革
命
を
擁
護
す
る
ロ
ッ
ク
の
影
響
は
、
名
誉
革
命
体
制
を
乗
り
越
え
世
界
史
の
中
で
近
代
民
主
主
義
を
推
し
進
め
る
原
動
力
と

な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ボ
リ
ン
ブ
ブ
ル
ッ
ク
の
見
方
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
、
革
命
以
降
の
彼
の
憲
政
観
を
理
解
す
る
う
え

で
彼
の
社
会
契
約
に
つ
い
て
の
考
え
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。

六



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
観
（
入
江
）

（
一
六
五
）

社
会
契
約
説
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
、
や
は
り
ホ
ッ
ブ
ズ
（T

hom
as H

obbes 1588-1679 （4
）

）
と
ロ
ッ
ク
の
考
え
が
基
準
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
考
え
方
と
、
こ
の
両
者
と
の
相
違
や
同
一
性
に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
よ
う
（
5
）

。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
自
然
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
彼
は
、
ロ
ッ
ク
と
は
異
な
り
自
然
法
を
生
得
的
な
も
の
と
は
考
え

な
い
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
同
様
に
自
然
法
は
、
理
性
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
後
天
的
な
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

自
然
法
は
「
経
験
と
観
察
に
よ
っ
て
事
物
の
現
実
の
構
成
か
ら
後
天
的
に
集
め
ら
れ
た
も
の
」、
と
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
6
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
状
態
に
つ
い
て
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
考
え
は
ホ
ッ
ブ
ズ
と
は
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ

ク
は
、
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
自
然
法
が
初
め
か
ら
働
い
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。
自
然
状
態
は
「
戦
争
と
暴
力
と
相
互
交
互
の
抑
圧
の
状

態
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
ホ
ッ
ブ
ズ
に
近
い
考
え
で
あ
る
。
だ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
よ
う
に
、
自
然

状
態
に
お
い
て
人
は
絶
対
的
個
人
の
状
態
で
い
た
と
は
考
え
な
い
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
自
然
状
態
と
と
も
に
社
会
が
成
立

す
る
の
で
あ
る
（
7
）

。
す
な
わ
ち
、
自
然
状
態
と
家
長
の
支
配
権
を
絶
対
と
す
る
家
族
形
態
原
理
に
基
づ
く
社
会
が
同
時
に
始
ま
っ
た
と
、
ボ

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
自
然
状
態
が
孤
立
し
た
人
間
か
ら
な
る
と

す
る
の
は
「
ロ
ッ
ク
ら
し
か
ら
ぬ
言
葉
（
8
）

」
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
事
実
と
は
異
な
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
人
は
、
本
質
的

に
社
会
を
形
成
す
る
よ
う
向
け
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
人
は
、
本
来
社
会
な
し
に
あ
る
い
は
個
々
人
の
状
態
で
存
続
し
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
人
は
統
治
を
形
成
す
る
よ
う
に
向
か
う
。
と
い
う
の
は
、
統
治
な
く
し
て
は
無
政
府
状
態
に

陥
り
、
社
会
は
存
続
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
9
）

。
あ
ら
ゆ
る
統
治
の
究
極
の
目
的
は
、
人
々
の
善
で
あ
る
。
統
治
は
、
人
々
の

た
め
に
形
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
人
々
の
合
意
な
く
し
て
形
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
10
）

。」

七
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も
ち
ろ
ん
、
名
誉
革
命
を
支
持
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
（R
obert F

ilm
er,1590頃

-1653

）
の
絶
対
君
主
制
の
理
論

を
も
拒
否
す
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
王
権
の
根
拠
を
ア
ダ
ム
の
家
長
権
か
ら
導
き
出
す
考
え
を
「
ば
か
げ
た
こ

と
（
11
）

」
と
し
て
退
け
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
自
然
社
会
か
ら
政
治
社
会
に
発
展
す
る
た
め
に
は
や
は
り
契
約
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言
う
。「
家
族
あ
る
い
は
家
族
群
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
村
落
は
、
し
ば
し
ば
相
互
の
利
益
の
た
め
に
互
い

に
結
合
す
る
。
…
そ
れ
ま
で
本
能
と
と
も
に
働
い
て
い
た
理
性
が
、
い
ま
や
本
能
に
と
っ
て
変
わ
る
。
彼
ら
は
、
契
約
に
よ
っ
て
平
和
的

に
連
合
し
、
合
意
に
よ
っ
て
法
を
制
定
し
、
政
治
社
会
の
成
員
に
な
る
の
で
あ
る
（
12
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
自
然
状
態
に
お
け
る
絶
対
的
個
人
の
存
在
を
受
け
入
れ
な
い
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
当
然
に
契
約
の
主
体
は

個
々
人
で
は
な
く
、
家
族
や
集
団
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
契
約
の
主
体
と
し
て
「
自
由
で
平
等
な
人
民
」
を
想
定
し
て
は
い
な
い
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
契
約
は
、
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
の
よ
う
な
個
人
間
の
契
約
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
13
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
名
誉
革
命
は
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
個
人
間
の
契
約
で
あ
る
社
会
契
約
の
帰
結
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
契

約
が
家
族
間
の
契
約
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
名
誉
革
命
以
降
の
体
制
は
混
合
政
体
で
あ
る
と
の
考
え
に
つ
な
が
り
う
る
と
も
言
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
名
誉
革
命
体
制
を
社
会
契
約
説
に
基
づ
く
体
制
と
は
見
な
い
。
彼
は
む
し
ろ
こ
れ
を
統
治
契
約
と
考

え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
彼
の
あ
い
ま
い
な
見
方
は
、
名
誉
革
命
と
そ
れ
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
一
つ
の
現
実
を
反
映
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

彼
は
来
る
べ
き
一
八
世
紀
末
の
前
史
と
な
る
時
代
に
お
い
て
、
現
実
的
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
在
野
陣
営
の
理
論
家
・
政
治
家
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
の
名
誉
革
命
の
見
方
を
前
提
と
し
て
、
彼
は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
と
の
政
争
の
中
で
、
革
命
以
降
の
憲
政
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の
性
格
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
以
下
検
討
し
た
い
。

注（
1
） 

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
著
加
藤
節
訳
『
完
訳　

統
治
二
論
』、
岩
波
文
庫
│
新
訳
、
二
〇
一
〇
年
刊
参
照
。

（
2
） 

浜
林
正
夫
『
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
史　

上
巻
』
一
九
七
頁
。

（
3
） 

Ｅ
・
バ
ー
ク
著
、
水
田
洋
、
水
田
珠
枝
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
省
察
、
ほ
か
』
参
照
。

（
4
） 

ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
著
水
田
洋
訳
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
全
四
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
参
照
。

（
5
） C

f.I.K
ram
nick,B

olingbroke and H
is C
ircle :T

he P
olitics of N

ostalgia in the A
ge of W

alpole, H
arvard,1968,pp.165-66.

（
6
） B

olingbroke,F
ragm

ents or M
inutes of E

ssays,in the W
orks of L

ord B
olingbroke,4vols.,L

ondon,1844

（K
elley, 

1967

）,W
orks,vol.IV

,p.242.

（
7
） Ibid.,pp.182,195.

（
8
） Ibid.,p.195.

（
9
） 

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
統
治
と
自
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。「
人
は
社
会
を
形
成
し
、
統
治
に
服
す
る
た
め
に
自
由
の
一
部
を
放

棄
し
た
。」
彼
に
よ
れ
ば
、
自
由
と
統
治
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
十
分
な
自
由
の
な
い
統
治
が
専
制
政
治
に
堕
落
す
る
よ
う
に
、
統

治
の
な
い
自
由
は
放
縦
に
堕
落
す
る
の
で
あ
る
。」「
良
き
統
治
は
正
当
な
自
由
を
支
え
、
正
当
な
自
由
は
良
き
統
治
を
支
え
る
」（T

he Idea of a 

P
atriot K

ing,p.390.

）
こ
の
よ
う
に
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
自
然
権
思
想
に
お
け
る
自
由
の
観
念
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

彼
が
考
え
る
自
由
は
「legal

」
な
自
由
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
と
し
て
の
自
由
で
は
な
い
と
言
え
る
。

（
10
）B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriotK

ing,W
orks,V

ol.II,p.390.

（
11
）B

olingbroke,F
ragm

ents or M
inutes of E

ssays,W
orks,vol.IV

,p.199.

（
12
）Ibid.,p.189.
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（
13
）Ibid.,p.189.

三
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
と
混
合
政
体
・
権
力
分
立

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
憲
政
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
ま
ず
は
そ
の
基
本
的
な
見

方
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
本
質
に
あ
る
の
は
権
力
の
均
衡
で
あ
っ
た
（
1
）

。
し
た
が
っ
て
彼
に
よ
れ
ば
、
名
誉
革

命
の
目
的
は
、
憲
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
壊
さ
せ
た
絶
対
君
主
制
復
活
の
体
制
を
終
わ
ら
せ
、
議
会
と
国
王
と
の
均
衡
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
「
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
す
る
よ
う
な
憲
政
に
お
い
て
、
全
体
の
安
全
は
諸
部
分
間
の
均
衡
に
依
存
し
、
諸
部
分
間

の
均
衡
は
相
互
の
独
立
に
依
存
す
る
こ
と
以
外
に
確
実
で
明
白
な
こ
と
は
な
い
（
2
）

」
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
「
わ
れ
わ
れ
の

統
治
に
関
す
る
重
要
な
憲
政
が
維
持
さ
れ
長
期
間
信
頼
さ
れ
て
き
た
の
は
、
一
つ
の
制
度
的
に
存
在
す
る
君
主
、
貴
族
お
よ
び
庶
民
の
三

者
の
諸
権
力
の
混
合
と
そ
れ
ら
の
相
互
依
存
に
あ
っ
た
（
3
）

」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
憲
政
を
混
合
政
体
と
見
な
す
（
4
）

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
権
力
を
分
散
し
て
そ
の
乱
用
を
防
止
し
よ
う

と
す
る
の
が
、
名
誉
革
命
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
憲
政
の
本
質
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
制
の
安
定
的
維
持
が
な
さ
れ
う
る
と
考
え
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国
家
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
が
代
表
す
る
国
政
上
の
機
関
に
分
担
さ
せ
る
権
力
分
立
に
つ
い
て
、
彼
は
具
体
的

に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
お
い
て
は
庶
民
院
お
よ
び
貴
族
院
に
立
法
権
、
国
王
に
行
政
権
、

さ
ら
に
貴
族
院
に
最
高
司
法
権
が
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言
う
。「
大
英
帝
国
に
お
け

一
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る
国
王
は
、
立
法
に
お
い
て
拒
否
権
を
有
す
る
最
高
の
長
官
で
あ
る
。
国
王
に
は
行
政
権
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
が
大

権
と
呼
ん
で
い
る
権
限
と
特
権
が
付
託
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
両
院
は
、
諸
権
利
と
特
権
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
両
院

に
共
通
し
、
そ
の
他
は
各
院
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。
各
院
は
、
法
案
を
準
備
し
そ
れ
を
通
過
さ
せ
、
あ
る
い
は
他
の
院
か
ら
送
付
さ
れ

た
法
案
を
否
決
す
る
。
各
院
は
、
官
吏
の
解
任
を
請
求
し
、
発
言
し
、
助
言
し
そ
し
て
意
義
を
申
し
立
て
る
権
限
を
有
す
る
。
最
高
司
法

権
は
貴
族
院
に
属
す
る
。
庶
民
院
は
国
民
の
大
陪
審
で
あ
っ
て
、
国
民
の
経
費
に
つ
い
て
判
断
し
そ
れ
に
従
っ
て
（
国
王
に
）
補
助
金
を

与
え
る
権
限
は
庶
民
院
に
属
す
る
の
で
あ
る
（
5
）

」

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
権
利
章
典
に
あ
る
よ
う
に
、
国
王
に
は
行
政
権
だ
け
で
な
く
、
立
法
権
の
一
翼
を
も

担
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
う
し
た
規
定
に
従
い
、
わ
が
王
国
の
慣
行
が
定
め
る
官
吏
の
最
高
の
地
位
と
し
て
、
行
政
権
は
国
王

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
立
法
権
な
い
し
最
高
権
は
、
憲
政
に
よ
っ
て
三
つ
の
身
分
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
。
国
王
は
、
そ
の
中
の

一
人
で
あ
る
（
6
）

。」
名
誉
革
命
以
降
の
憲
政
を
混
合
政
体
と
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
国
王
に
よ
る
専
制
政
治
の
復
活
の
防
止
だ
け
で

な
く
、
庶
民
院
に
対
し
て
も
立
法
権
を
独
占
さ
せ
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
国
王
・
庶
民
・
貴
族
三
者
の
も
と
で
国
家
の
意
思
は
い
か
に
形
成
さ
れ
う
る
の
か
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
ボ
リ
ン
ブ
ブ
ル
ッ
ク
は
三
権
力
の
独
立
の
み
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
三
者
の
均
衡
が
保
た
れ
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
の
間
に
相
互
依
存
の
関
係
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
各
権
力
の
独
立
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
混
合
政
体
と
権
力
分
立
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
（
7
）

。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
い
か
に

考
え
る
の
か
。

混
合
政
体
と
権
力
分
立
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
混
合
政
体
と
は
、
独
立
し
た
諸
身

一
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分
が
と
も
に
立
法
権
を
担
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
君
主
、
貴
族
お
よ
び
庶
民
が
主
権
を
分
割
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、

権
力
分
立
と
は
、
諸
機
関
が
国
権
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
混
合
政
体
で
は
諸
権
力
の
意
思
の
統

合
の
実
現
が
問
題
と
な
る
。
一
方
、
権
力
分
立
に
お
い
て
は
、
諸
権
力
の
「
チ
ェ
ッ
ク　

ア
ン
ド　

バ
ラ
ン
ス
」
の
確
保
が
不
可
欠
と
な

る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
名
誉
革
命
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
憲
政
の
基
本
的
原
理
は
混
合
政
体
で
あ
っ
て
、
国
政
運
営

の
た
め
に
権
力
分
立
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
彼
の
考
え
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
権
力
分
立
論
に
影
響
し
た
と
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
（
8
）

。

注（
1
） C

f.B
olingbroke,O

f the C
onstitution of G

reat B
ritain, A

 C
ollection of P

olitical T
racts.B

y the A
uthor of the D

issertation 

upon P
arties,pp.253-55.

（
2
） B

olingbroke,R
em
arks on the H

istory of E
ngland,1743,L

ondon,p.137.

（
3
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.119.

（
4
） C

f.I.kram
nick,op.cit.,pp.137-152.

（
5
） B

olingbroke,R
em
arks on the H

istory of E
ngland,p.82.

（
6
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.117.

（
7
） 

こ
の
よ
う
な
混
合
政
体
に
つ
い
て
の
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
考
え
に
対
し
て
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
か
ら
現
実
の
統
治
の
運
営
の
観
点
か
ら

厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
た
。C

f.I.kram
nick,op.cit.,pp.124-26

（
8
） I.K

ram
nick,op.cit.,pp.148-49.  C

f. R
.S
hackleton,M

ontesquieu,B
olingbroke and the S

eparation of P
ow
ers,in F

rench S
tudies, 

vol.iii,1949,pp.25-38.
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四
、
議
会
の
独
立
と
限
界

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
理
解
で
は
名
誉
革
命
で
確
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
本
質
は
、
混
合
政
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
と
り

わ
け
議
会
の
地
位
や
役
割
に
つ
い
て
の
議
論
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
彼
の
時
代
の
憲
政
に
お
け
る
権
力
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
破
壊
、

す
な
わ
ち
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
の
行
政
権
へ
の
立
法
権
の
従
属
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
は
、
彼
に
は
憲

政
を
解
体
す
る
危
険
な
統
治
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
に
議
会
の
独
立
と
い
う
問
題
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言
う
。「
議
会
は
、
自
由
の
防
御
物
で
あ
る
。
…
こ
の
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
集
合
体
が
代

表
者
に
付
与
す
る
高
貴
で
主
要
な
事
項
で
あ
る
。
…
い
か
な
る
奴
隷
制
よ
り
も
、
議
会
の
腐
敗
と
両
院
に
対
す
る
国
王
と
彼
の
大
臣
の
影

響
力
に
よ
る
議
会
の
奴
隷
化
、
す
な
わ
ち
王
権
へ
の
議
会
の
絶
対
服
従
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
に
効
果
的
に
定
着
す
る
も
の
は
な
い
。
…
わ
れ

わ
れ
は
専
制
意
思
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
状
態
に
戻
る
。
わ
れ
わ
れ
の
憲
政
は
、
た
だ
ち
に
解
体
さ
れ
る
。
…
両
院
の
独
立
と
自
由
に
依

存
す
る
安
全
は
、
全
体
の
安
全
を
保
障
す
る
要
で
あ
る
。
こ
の
要
が
取
り
除
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
憲
政
は
破
滅
す
る
（
1
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
均
衡
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
腐
敗

手
段
を
用
い
て
の
い
わ
ゆ
る
「
議
会
操
縦
」、
行
政
へ
の
議
会
の
従
属
の
状
態
は
、
国
民
の
自
由
に
と
っ
て
も
最
も
危
険
な
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
お
け
る
議
会
の
独
立
の
回
復
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
緊
急
で
重
大
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
2
）

。

一
方
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
議
会
の
独
立
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
誉
革
命
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
対
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ

ク
の
解
釈
で
は
、
議
会
の
万
能
性
す
な
わ
ち
議
会
主
権
は
否
定
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
議
会
は
な
し
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
…
立
法
権

一
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は
最
高
権
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
絶
対
的
で
あ
る
と
言
え
る
け
れ
ど
も
、
専
制
権
力
で
は
な
い
（
3
）

」
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
議
会
に

は
一
定
の
限
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
憲
政
は
、
つ
ね
に
君
主
と
国
民
の
間
の
、
代
表
と
集
合
体
（
選
挙
母
体
）
と
の
間
の
契

約
で
あ
る
（
4
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
名
誉
革
命
後
の
憲
政
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
混
合
政
体
が
基
本
で
あ
っ
て
、
近
代
立
憲
主
義
の

「
最
高
機
関
た
る
議
会
」
と
い
う
観
念
か
ら
も
、
そ
し
て
そ
の
後
確
立
さ
れ
て
い
く
議
院
内
閣
制
度
の
点
か
ら
見
て
も
、
彼
の
こ
う
し
た

見
解
は
曖
昧
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
は
い
え
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
の
行
政
へ
の
議
会
の
従
属
を
阻
止
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
彼
の
現
実
的
な
政
治
目
標
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
時
代
の
政
治
的
現
実
の
中
で
名
誉
革
命
の
原
則
の
も
と
に
憲

政
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、「
議
会
の
独
立
」
が
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
ま
た
彼
の
主
張
の
現

代
的
意
義
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
議
会
の
独
立
の
主
張
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
け
っ
し
て
議
会
主
権
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
有
権
者
の
地
位
を
無
力
化
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
点
を
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
そ
の
点
を
検
討
す
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
問
題
と
す
る
名
誉
革
命
後
の
憲
政
の
危
機
は
、「
統
治
の
車
輪
に
油
を
注
し
、
統
治
を
よ
り
円
滑
に
よ
り
容
易

に
行
う
の
に
役
立
つ
（
5
）

」
と
す
る
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
腐
敗
手
段
に
よ
る
議
会
の
操
縦
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
実
際
に
、
ウ
ォ
ル

ポ
ー
ル
長
期
政
権
を
可
能
に
し
た
最
大
の
要
因
の
一
つ
に
、
年
金
や
官
職
等
に
よ
る
議
会
の
多
数
派
工
作
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
選
挙
に
お
い
て
、
そ
し
て
選
挙
後
は
議
員
に
対
し
て
行
使
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
ウ
ォ
ル

ポ
ー
ル
の
統
治
は
、
名
誉
革
命
前
の
絶
対
王
制
を
目
指
す
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
（Jam

es II, 1633-1701 在
位
1685-88

）
の
専
制
的
な
統
治
の

一
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復
活
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
議
会
の
独
立
の
回
復
は
急
務
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
議
会
の
独

立
は
、
彼
に
と
っ
て
け
っ
し
て
絶
対
的
な
独
立
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
背
景
に
あ
る
彼
が
期
待
し
た
有
権
者
の
力
が
、

そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
議
会
の
王
権
へ
の
従
属
の
問
題
に
関
し
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
憲
政
の
擁
護
の
た
め
に
、
有
権
者
の
選
挙
に
よ
る
影
響
力

行
使
の
必
要
性
の
考
え
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
こ
と
が
必
要
か
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
重
視
し
た
の
は
、
議

員
の
「
任
期
」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
議
員
に
「
任
期
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
良
き
統
治
の
た
め
の
方
策
で

あ
っ
た
。
任
期
に
よ
っ
て
、
良
き
統
治
は
効
果
的
に
維
持
さ
れ
、
悪
し
き
統
治
を
支
持
す
る
も
の
は
腐
敗
手
段
以
外
に
は
な
に
も
な
い
（
6
）

」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
任
期
」
の
問
題
は
、
実
際
に
名
誉
革
命
以
降
の
議
会
で
も
重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
（G

eorge I 

1660-1727 在
位
1714-27

）
時
代
に
成
立
し
た
七
年
議
会
法
は
、
一
七
世
紀
の
憲
政
へ
の
王
権
に
よ
る
侵
害
と
同
じ
で
あ
る
と
、
彼
は
断
じ

た
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
に
よ
る
宗
教
と
自
由
に
対
し
て
な
さ
れ
た
直
接
間
接
の
企
て
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
を
救
済

す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
憲
政
を
主
張
し
、
改
善
し
、
国
民
の
平
和
、
名
誉
お
よ
び
幸
福
を
最
終
的
に
一
六
八
八
年
名
誉
革
命
の
基
盤

の
上
に
打
ち
立
て
、
臣
民
の
自
由
と
財
産
を
確
実
な
も
の
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
名
誉
革
命
の
公
に
さ
れ
た
企
図
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
う
し
た
企
図
は
臣
民
が
こ
れ
を
支
持
し
、
選
挙
の
自
由
と
議
会
の
開
会
が
頻
繁
に
な
さ
れ
、
議
会
の
完
全
さ
と
独
立
が
し
っ
か

り
と
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
、
完
全
に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
7
）

。」

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
議
会
の
独
立
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
頻
繁
な
開

会
だ
け
で
な
く
、
議
会
が
頻
繁
に
選
挙
さ
れ
有
権
者
の
審
判
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
彼

一
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が
重
視
す
る
の
が
、
名
誉
革
命
以
後
の
憲
政
の
基
本
原
則
を
定
め
る
権
利
章
典
の
第
一
三
条
に
あ
る
「
議
会
は
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
べ

き
」
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
規
定
は
、
議
会
の
独
立
お
よ
び
人
民
の
自
由
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
不
十
分
な
も

の
で
あ
っ
た
。
彼
は
言
う
。「
わ
れ
わ
れ
の
自
由
が
安
全
で
あ
る
た
め
に
は
、
単
に
議
会
が
頻
繁
に
開
会
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
く

議
会
は
頻
繁
に
更
新
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
自
由
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
8
）

。」

さ
ら
に
名
誉
革
命
を
契
約
の
結
果
と
す
る
観
点
か
ら
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
こ
う
し
た
憲
政
の
利
益
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

「
第
一
に
、
選
挙
民
が
こ
の
王
国
の
代
表
者
に
委
ね
る
信
任
は
、
委
ね
る
期
間
が
短
期
間
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
安
全
な
こ
と
は
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
延
長
の
期
間
が
引
き
伸
ば
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
国
民
の
安
全
は
脅

か
さ
れ
、
自
由
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
議
会
が
腐
敗
さ
れ
や
す
い
状
況
の
も
と
で
、
こ
う
し
た
信
任
の
期
間
を
引

き
伸
ば
す
こ
と
は
、
一
六
八
八
年
の
憲
政
に
規
定
さ
れ
た
利
点
、
す
な
わ
ち
議
会
の
腐
敗
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
選
挙
民
が
新
た
な
代
表
者

を
選
出
す
る
と
い
う
賢
明
な
方
法
に
よ
っ
て
議
会
の
腐
敗
を
治
癒
し
よ
う
と
す
る
利
点
を
台
無
し
に
す
る
危
険
を
生
じ
、
国
民
は
た
だ
服

従
す
る
か
（
こ
れ
は
苦
痛
な
こ
と
で
あ
る
が
）、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
困
難
な
抵
抗
の
道
に
踏
み
出
す
か
の
二
者
択
一
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
（
9
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
頻
繁
な
選
挙
と
い
う
手
段
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
究
極
的
に
体
制
の
安
定
と
平
和
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
は
警
告
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
の
「
頻
繁
な
選
挙
」
は
名
誉
革
命
の
最
も
重
要
な
原
則
な
の
で
あ
る
。「
憲
政

の
明
確
な
意
思
」
は
国
民
が
「
国
民
の
代
表
者
が
国
民
的
苦
情
に
関
し
て
厳
格
に
適
法
な
形
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
訴
え
、
そ
う
し
た
苦

情
を
救
済
す
る
た
め
の
頻
繁
な
機
会
」、「
国
民
が
代
表
者
に
委
ね
る
信
任
の
履
行
を
質
す
た
め
に
代
表
者
を
召
喚
し
、
彼
ら
を
再
選
す
る

か
否
か
に
よ
っ
て
代
表
者
の
行
為
を
問
い
た
だ
す
た
め
の
頻
繁
な
機
会
」
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
憲
政
は
、
君

一
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主
が
権
力
を
乱
用
し
、
議
会
が
そ
の
信
任
を
裏
切
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
の
英
知
が
あ
る
限
り
、
君
主
と
議
会
が
彼
ら

に
対
す
る
完
全
な
統
制
が
な
い
と
し
て
も
、
長
期
に
わ
た
り
権
力
を
乱
用
し
、
そ
の
信
任
を
裏
切
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
わ
れ
わ
れ
の
憲
政
は
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
10
）

。」

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
主
張
の
背
景
に
、
当
時
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
議
会
法
の
問
題
が
存
在
し

て
い
た
。
名
誉
革
命
後
の
一
六
九
四
年
に
三
年
議
会
法
が
成
立
し
、
少
な
く
と
も
三
年
に
一
度
の
開
会
だ
け
で
な
く
、
庶
民
院
議
員
の
人

気
は
三
年
と
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
議
会
の
開
会
に
つ
い
て
は
毎
年
開
か
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
（
11
）

。
さ
ら
に
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
も
毎
年
選
挙
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。
彼
は
言
う
。「
多
数
の
議
員

が
、
官
職
、
金
銭
の
贈
与
や
年
金
に
よ
っ
て
腐
敗
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
ま
で
長
期
間
同
一
の
議
会
が
存
続
し
続
け
る
慣
行
を
な
く
す
た
め

に
は
、
毎
年
選
挙
さ
れ
る
議
会
と
い
う
古
い
法
的
手
続
き
を
再
び
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
12
）

。」
だ
が
、
こ
の
主
張
は
三
年
議
会
法
に

代
わ
り
議
員
の
任
期
を
七
年
に
引
き
伸
ば
し
た
一
七
一
六
年
制
定
の
七
年
議
会
法
の
廃
止
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
毎
年
選
挙

を
理
想
と
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
も
、
少
な
く
と
も
三
年
議
会
法
の
復
活
が
野
党
結
集
の
た
め
に
も
現
実
的
で
妥
当
で
あ
る
と
譲
歩
し

て
い
る
。
ウ
ィ
ッ
グ
与
党
の
政
府
に
よ
る
七
年
議
会
法
の
狙
い
は
、
ト
ー
リ
党
の
一
部
と
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
議
会
進
出
の
阻
止
に
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
は
明
ら
か
に
権
利
章
典
違
反
の
法
律
で
あ
っ
て
、
名
誉
革
命
後
の
憲
政
に
反
す
る

法
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
七
年
議
会
法
は
、
革
命
以
前
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
（C

harles II 1630-85 在
位
1660-85

）
や
ジ
ェ
イ
ム

ズ
二
世
の
い
わ
ゆ
る
「
長
期
議
会
」
へ
の
逆
行
で
あ
っ
て
、
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
（W

illiam
 III 1650-1702 在

位
1689-1702

）
と
メ
ア
リ
王

妃
（M
ary II 1662-94 在

位
1689-94

）
の
即
位
と
同
時
に
国
王
と
国
民
の
間
に
、
議
会
と
国
民
の
代
表
団
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
原
始
契

約
に
明
ら
か
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
代
表
観
に
対
し
て
、
当
然
に
与
党
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
か
ら
、
あ
ま
り
に
急
進

的
で
あ
る
と
の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
七
三
二
年
か
ら
の
内
国
消
費
税
に
反
対
す
る
国
民
の
請
願
等
に
よ
る
反
政

府
運
動
の
高
揚
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
側
か
ら
の
反
論
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
立
法
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
唯
一
絶
対
の
権
力
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
と
い
え
ど
も
立
法
に
対
し
い
か
な
る
発
言
も

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
民
は
選
挙
に
お
い
て
の
み
権
限
を
行
使
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
選
挙
の
後
は
、
立
法
に
つ
い
て
国
民
の
た
め

に
行
動
す
る
議
員
に
対
し
唯
一
の
権
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
国
民
は
、
憲
政
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
議
員

に
対
す
る
い
か
な
る
法
も
制
定
し
、
ど
の
程
度
の
税
率
を
定
め
る
か
に
つ
い
て
訓
令
す
る
権
利
を
持
ち
え
な
い
。
た
だ
議
員
が
助
言
を
求

め
、
国
民
は
議
会
に
対
し
て
請
願
す
る
だ
け
で
あ
る
。
国
王
に
と
っ
て
、
議
会
の
み
が
国
民
の
声
な
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が

言
う
よ
う
に
、
選
挙
民
に
権
限
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
は
庶
民
の
力
が
増
大
す
る
た
め
、
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

代
議
制
を
不
安
定
に
し
、
混
沌
と
し
た
も
の
に
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
（
13
）

。」

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
「
頻
繁
な
選
挙
」
の
主
張
は
、
議
会
が
頻
繁
に
選
挙
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
有
権
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
権
利
章
典
の
規
定
よ
り
も
近
代
民
主
主
義
の
発
展
に
お
い
て
、

彼
は
一
歩
前
進
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
議
会
の
も
う
一
方
の
院
で
あ
る
貴
族
院
に
つ
い
て
、
議
会
の
独
立
の
観
点
か
ら
い
か
に
考
え
て
い
た
の

か
。
周
知
の
よ
う
に
名
誉
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
お
い
て
は
、
今
日
の
よ
う
な
「
下
院
優
位
の
原
則
」
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
権
利

章
典
に
あ
る
よ
う
に
、
庶
民
・
貴
族
両
院
は
法
的
に
対
等
の
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
の
議
論
に
お
い
て
は
、
当
時
の
議
会
政
治
の
庶

民
院
の
実
質
的
優
位
と
い
う
現
実
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
貴
族
院
に
対
し
て
も
そ
の
政
治
的
役

一
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割
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
議
会
の
独
立
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
の
は
、
王
権
と
貴
族
院
と
の
関
係
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
貴
族
を
つ
く
る
権
限
は
、
王
権
に
属
す
る
の
で
、
理
論
上
貴
族
院
は
王
権
の
影
響
の
も
と
に
あ
り
、
王
権
に
対
し
て
適
切
な
統
制
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
反
し
、
国
王
は
庶
民
院
議
員
を
選
出
す
る
際
に
そ
れ
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
一
旦
貴
族
に

な
っ
た
も
の
お
よ
び
そ
の
子
孫
が
、
憲
政
の
規
定
に
従
い
そ
の
地
位
が
剥
奪
さ
れ
な
い
限
り
、
貴
族
院
に
議
席
を
占
め
、
議
論
し
投
票
す

る
権
利
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
私
が
述
べ
て
き
た
こ
の
種
の
影
響
力
は
取
り
除
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
統
治
に
お
け
る
貴
族
院
の
役
割
は
、

国
王
や
国
民
に
従
属
し
な
い
の
で
、
彼
ら
が
中
間
的
秩
序
を
つ
く
り
、
憲
政
の
監
視
の
も
と
に
適
切
な
媒
介
者
と
な
り
う
る
（
14
）

。」

こ
の
よ
う
に
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
国
王
と
庶
民
院
の
間
の
緩
衝
装
置
と
し
て
の
貴
族
院
の
憲
政
上
の
地
位
を
期
待
す
る
の
で
あ
る

が
、
一
方
で
こ
の
考
え
は
名
誉
革
命
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
民
主
的
発
展
を
認
識
し
得
ず
、
彼
の
貴
族
主
義
的
保
守
的
性
格
を
示
す
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注（
1
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.93.

（
2
） 

こ
う
し
た
彼
の
議
会
の
独
立
の
主
張
に
対
し
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
や
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um
e,1711-76

）
な
ど
が
反
対
し
異
論
を
唱
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
3
） B
olingbroke,A

 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.150.

（
4
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.150.

（
5
） Ibid.,p.94.
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（
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） Ibid.,p.95.

（
7
） Ibid.,p.89.

（
8
） Ibid.,p.100.

（
9
） Ibid.,p.102.

（
10
） Ibid.,p.101.

（
11
） 

「
議
会
の
頻
繁
な
開
会
は
、
名
誉
革
命
後
ま
も
な
く
勃
発
し
た
毎
年
の
支
出
を
必
要
と
す
る
戦
争
の
続
行
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦

争
続
行
に
よ
っ
て
、
議
会
の
毎
年
開
会
が
確
立
し
た
。
す
べ
て
の
公
的
歳
入
が
前
国
王
の
も
の
だ
っ
た
時
代
と
は
異
な
り
、
ま
さ
に
、
戦
後
に
お
い

て
も
議
会
は
「
一
年
に
一
回
あ
る
い
は
二
回
も
招
集
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
国
王
は
議
会
の
協
力
な
し
に
は
、
容
易
に
、
安
全
に
、

長
期
間
統
治
を
続
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。」Ibid.,p.100.

（
12
） Ibid.,p.99.

（
13
） I.K

ram
nick,op.cit.,pp.125-26,175,171.  

こ
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
の
主
張
が
、
バ
ー
ク
の
代
表
観
に
、
ま
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
主
張

が
後
の
急
進
主
義
の
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
14
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.118.

な
お
、
当
時
在
野
陣
営
に
よ
り
、
国
王
の
新
貴
族
創
造
権
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
「
貴
族
法
案
（P

eerage B
ill

）」
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
法
案
は
、
原
則
と
し
て
国
王
の
新
貴
族
創
造
権
を
6
名
以
内
に
限
定
す
る
こ
と
で
庶
民
院
の
優
位
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
、
国
王
と
名
誉
革
命
原
理

国
王
に
関
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
議
論
が
、
彼
の
思
想
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
彼
が
ト
ー
リ
党
の
理
論
家
で
あ
る
と
の
理
由
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
彼
の
君
主
観

二
〇



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
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ク
の
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誉
革
命
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（
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江
）

（
一
七
九
）

が
け
っ
し
て
伝
統
的
な
ト
ー
リ
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
1
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
名
誉
革
命
後
の
憲
政
の
中
で
の
彼
の
国
王
観

に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
名
誉
革
命
を
支
持
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
も
ち
ろ
ん
王
権
神
授
説
に
立
っ
て
は
い
な
い
。
名
誉

革
命
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
は
、
絶
対
主
義
へ
の
決
別
の
体
制
で
あ
っ
て
、
彼
の
国
王
観
も
ま
た
当
然
に
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ

る
（
2
）

。
だ
が
、
名
誉
革
命
以
降
の
憲
政
の
発
展
が
、
必
然
的
に
「
国
王
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
は
見
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
名
誉
革
命
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
基
本
は
混
合

政
体
で
あ
っ
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
統
治
が
、
事
実
上
国
王
大
権
を
利
用
し
た
絶
対
主
義
の
復
活
で
あ
る
と
見
な
す
以
上
、
彼
の
見

方
で
は
絶
対
王
制
批
判
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
は
制
限
君
主
制
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
名
誉
革
命
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
お
け
る
王
権
へ
の
制
限
に
つ
い
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
に
よ
れ
ば
「
君
主
が
統
治
の
ル
ー
ル
を
排
他
的
に
独
立
し
て
打
ち
立
て
る
こ
と
は
必
然
で
は
な
い
（
3
）

」
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
憲
政
は
、
法
に
基
づ
く
制
限
君
主
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
国
王
は
、
英
知
に

よ
っ
て
国
家
に
対
し
…
人
民
の
同
意
に
よ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
4
）

」
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
国
王
に
対
す
る
制
限
は
、
け
っ
し
て
君
主
形
態
の
本
質
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
制
限
君
主
の
口
実
の
も
と
に
」
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主
制
を
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
（
5
）

。
こ
う
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
君
主
観
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
よ
る
共
和
制
の
復
活
へ
の
警
戒
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
名
誉
革
命
以
前
の
「
悪
名
高
き
専
制
政
治
」
の
復
活
へ
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
あ
る
。
君
主
制
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
由
の
喪

二
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失
の
原
因
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
君
主
制
と
自
由
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、「
自
由
の
精
神
が
存
続
す
る
限
り
、
自
由
を
維
持
す
る
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
制
限
は
、
君
主
制
と
は
矛

盾
し
な
い
（
6
）

」
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
民
衆
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
王
権
へ
の
制
限
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
制
限
は

君
主
制
を
弱
体
化
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
の
考
え
は
、
共
和
制
と
絶
対
君
主
制
へ
の
両
面
批
判
で
あ
っ
て
、
名

誉
革
命
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
憲
政
の
擁
護
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
の
目
指
す
ト
ー
リ
党
と
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
連

携
の
た
め
の
両
陣
営
の
極
端
派
の
廃
除
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
7
）

。
そ
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
憲
政
上
の
王
権
の
制
限
を

保
障
す
る
の
が
、
先
に
述
し
た
均
衡
の
と
れ
た
統
治
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
執
行
権
は
国
王
の
手
に
も
っ
ぱ
ら
握
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
立
法
権
は
三
権
の
意
見
の
一
致
な
し
に
は
執
行
さ
れ
え
な
い
（
8
）

」
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
名
誉
革
命
以
降
の
憲

政
が
要
請
す
る
君
主
制
・
民
主
制
・
貴
族
制
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
る
統
治
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
専
制
的
政
治
は
廃
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
9
）

。
す
な
わ
ち
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
名
誉
あ
る
革
命
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
彼
の
時
代
の
イ

ギ
リ
ス
憲
政
は
、
ほ
と
ん
ど
改
善
の
余
地
の
な
い
完
璧
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
悪
し
き
国
王
は
制
限
さ
れ
、
良
き
国
王

す
な
わ
ち
愛
国
者
国
王
は
自
由
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

さ
ら
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言
う
。「
真
の
意
味
で
、
愛
国
者
で
な
い
国
王
は
容
易
に
、
安
全
に
、
名
誉
と
尊
厳
を
も
っ
て
、
あ

る
い
は
実
際
に
存
分
な
力
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
統
治
し
え
な
い
。
だ
が
、
今
や
愛
国
者
で
あ
る
国
王
は
、
す
べ
て
の
名
誉
を
も
っ
て
、

た
い
て
い
の
絶
対
君
主
制
が
誇
る
と
同
じ
位
の
権
力
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
し
た
同
意
の
も
と
に
、
行
使
に
当
っ
て
は
効
果
的

な
権
力
を
持
っ
て
、
統
治
し
う
る
の
で
あ
る
（
11
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
確
立
し
た
憲
政
は
立
憲
君
主
制
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
前
述
し
た
よ

二
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う
に
、
共
和
制
批
判
へ
の
言
及
に
さ
ら
に
迫
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
君
主
観
が
共
和
制
の
復
活
を
意
味
す
る
と
の

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
12
）

の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
一
六
八
五
年
の
モ
ン
マ
ス
公

（Jam
es S
cott, 1st D

uke of M
onm
outh 1649-85

）
の
反
乱
の
失
敗
以
来
、
共
和
主
義
は
現
実
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
い
て
完
全
に
影
響
力

を
失
っ
て
い
た
。
だ
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
恐
怖
は
国
民
の
中
に
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

の
君
主
制
の
擁
護
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
一
七
三
四
年
総
選
挙
の
敗
北
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
議
会
不
信
、
人
民
へ
の
懐
疑
を
一
層
強
め
て
い
っ
た
点
も

見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
由
に
適
合
し
た
法
秩
序
と
い
え
ど
も
、
人
民
が
腐
敗
し
て
い
け
ば
（
13
）

、
自
由
に
と
っ
て
弊
害

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
法
に
よ
っ
て
も
救
済
し
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
法
は
腐
敗
し
た
人
民
の
生
き
方
に
適
合
し
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
腐
敗
し
た
人
民
の
も
と
で
は
自
由
な
共
和
制
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
腐
敗
し
た
民
衆
は
王
権
に
よ
っ

て
の
み
正
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
（
14
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
君
主
制
は
諸
政
体
の
中
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
な
の
で
あ
る
。
自
由
な
君
主
制
に
お
い
て
こ
そ
、
民
主
制
と
貴
族
制
と
が
う
ま
く
調
和
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
政
体
の
要

と
な
り
う
る
の
で
あ
る
（
15
）

。

こ
の
よ
う
に
、
自
由
な
立
憲
君
主
制
を
中
心
と
す
る
政
体
は
、
共
和
制
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
の
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
民
衆
の
腐
敗
が
拡
大
す
れ
ば
、
新
た
な
法
や
統
治
を
も
っ
て
し
て
も
自
由
は
決
し
て
維
持
し
え
な
い
。
名
誉
革

命
に
よ
り
復
活
し
た
古
来
の
憲
政
の
も
と
で
こ
そ
、
自
由
は
回
復
維
持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
衆
の
精
神
に
古
来
の
憲
政
の
精
神
を
注

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
由
な
君
主
制
は
、
絶
対
に
腐
敗
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
い

切
る
の
で
あ
る
（
16
）

。

二
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こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
拒
否
す
る
の
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
時
の
共
和
制
の
復
活
で
あ
る
。
過
去
の
思
想
家
が
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
彼
も
歴
史
的
に
共
和
制
は
け
っ
し
て
成
功
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
共
和
制
の
崩
壊
後
に
生
ま
れ
る
の

は
必
然
的
に
専
制
政
治
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
腐
敗
し
た
共
和
制
の
も
と
で
は
秩
序
と
制
度
が
、
た
と
え
完
璧
に
維
持
さ
れ

て
い
て
も
、
そ
の
腐
敗
は
決
し
て
治
癒
さ
れ
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
腐
敗
し
た
共
和
制
は
、
形
式
的
な
「
自
由
の
仮
面
」
を
か
ぶ
っ
た
政

体
で
あ
っ
て
、「
よ
き
目
的
」
で
は
な
く
、「
悪
し
き
目
的
」
に
奉
仕
す
る
事
実
上
専
制
的
な
政
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
当
然
「
専
制
政
治

や
恣
意
に
よ
る
統
治
は
、
偽
り
の
安
定
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
本
物
の
安
定
で
は
な
い
。」
そ
れ
に
反
し
、
立
憲
君
主
制
の
君
主
は
暴
力

を
ふ
る
う
こ
と
な
く
、
民
衆
の
心
の
中
に
自
由
の
精
神
を
新
た
に
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
君
主
制
へ
の
擁
護
は
、
一
方
で
前
述
し
た
「
総
選
挙
敗
北
」
に
よ
る
議
会
不
信
、
政
権
交
代
」
へ
の
絶
望
感
に
よ
る
も
の
と

も
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
君
主
こ
そ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
愛
国
者
国
王
な
の
で
あ
る
。
こ
の
愛
国
者
国
王
の
登
場
に
よ
っ

て
の
み
、
名
誉
革
命
の
原
理
に
立
っ
た
憲
政
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
腐
敗
が
政
府
の
政
策
か
ら
取
り
除
か
れ
、
…
愛

国
者
国
王
が
王
位
に
就
く
や
い
な
や
、
憲
政
の
精
神
が
復
活
し
、
憲
政
の
秩
序
と
制
度
が
、
本
来
の
精
神
に
復
帰
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
専

制
政
治
に
対
す
る
自
由
の
擁
護
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
17
）

。

な
お
注
意
し
て
お
き
た
い
点
は
、
当
時
周
知
の
よ
う
に
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
（N

iccolo di B
ernardo M

achiavelli, 1469-1527

）
の
主
張
を

援
用
し
て
、
こ
の
時
代
を
理
解
し
、
そ
の
解
決
策
を
求
め
よ
う
と
す
る
手
法
が
見
ら
れ
た
（
18
）

。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
だ
が
、
君
主
と
人
民
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
と
は
異
な
る
。
彼
は
、
人
民
を
受
動
的
な

存
在
と
は
捉
え
な
い
。
こ
の
点
は
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
王
権
は
あ
く

ま
で
も
人
民
の
信
託
に
基
づ
い
て
い
る
。「
国
王
の
権
利
は
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
人
民
の
権
利
が
固
有
の
も
の
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

二
四
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譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
唯
一
不
可
譲
の
権
利
」
な
の
で
あ
る
（
19
）

。
彼
の
こ
う
し
た
考
え
は
、
限
界
を
伴
い
な
が
ら
も
権
利
章
典
を
超

え
、
名
誉
革
命
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
お
け
る
国
民
主
権
の
発
展
を
見
据
え
て
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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六
、　

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
憲
政
を
混
合
政
体
で
あ
る
と
し
、
制
限
君
主
制

の
体
制
と
み
て
い
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
行
政
優
位
の
統
治
を
絶
対
君
主
制
の
復
活
と
見
な
す
彼
に
は
、
こ
の
統
治
は
明
ら
か
に
憲

政
に
違
反
し
て
お
り
、
け
っ
し
て
許
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
腐
敗
手
段
」
に
よ
っ
て
議
会
を
従
属
さ
せ
、
長
期
政
権

を
通
し
て
後
の
産
業
革
命
へ
の
基
盤
を
準
備
し
た
諸
政
策
を
進
め
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
統
治
は
、
ト
ー
リ
党
の
彼
に
は
到
底
受
け
入
れ
え

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
目
的
は
、
彼
の
時
代
を
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
憲
政
の
原
点
に

二
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引
き
戻
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
名
誉
革
命
が
将
来
の
共
和
制
復
活
へ
の
道
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
の
見
方
は
、
革
命
の
本
質
を
少
な
か
ら
ず
理
解
し
て
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

名
誉
革
命
後
の
憲
政
の
現
実
の
中
で
主
張
さ
れ
た
議
会
の
独
立
や
代
表
等
に
関
す
る
彼
の
議
論
は
、
選
挙
資
格
等
の
問
題
に
お
い
て
限

界
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
近
代
民
主
主
義
の
原
理
に
合
致
す
る
側
面
を
も
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、「
自
由
で
平
等
な

人
々
」
に
よ
る
契
約
そ
こ
か
ら
の
人
民
主
権
と
い
う
社
会
契
約
の
本
質
を
彼
は
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
名

誉
革
命
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
中
に
近
代
か
ら
現
代
民
主
主
義
へ
の
発
展
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
は
り
思
想
的
制
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